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放射線の姻虫生態、に及ぼす影響に関する研究（5)

Cobalt-60の畑虫卵戚染能に及ぼす影響について

r~ 多 魁
大阪大学微生物病研究所寄生虫原虫学部（部長 森下窯教授）

（昭和32年 7月8日受領）

緒言

私は先に放射線の畑虫卵発育ピ及ぼす影響を観察報告

し，そが，その際X線及び Co・60γ線を大戸：照射後成熟せ

しめた畑虫卵について若干のマウスに経口的投与を試み

た結果，虫卵の少くとキ悉くが感染能に著しい障害を受

けない成績をえた。併し乍ら感染能の詳細を知るために

は虫卵をマウスに摂取させた後，その体内に於げる幼虫

数を追求する必要があると忠われる。今回はその検討Eと

するため Co・60を用いて以下の実験主：行った。

実験材料及び方法

虫卵材料 ：生鮮豚姻虫の子宮末端〈約 1cm）よ h採取

した受精卵を毎回 4---6隻外宛充牙混和し，予め 4%ア

ンチフォノレミン液中に約30分浸し蛋内政除去後 2.5%フ

ォルマリン液を加えて虫卵液を調製する。虫卵は単細胞

期〈子宮より摘l卦直後〉の他，単細胞及び 2細胞期（培養

Z日目及び 3日目〉，早期黍実期 u音義 5日目〉， 仔虫期

（培養15日目及び25日目〉の字、の全選択して使用に供し

た。虫卵液は二牙しモの半部宅照射材料とし，他の半部

を非照射材料として対照止する。照射は前者のιm液を

良く除来し均目、な懸：濁液としたもの全注射用アンプレ叉

は遠心沈降管中にとり行ったが，照射後は小型シャーレ

に移し再び :l.5%フォノレマリン液を添加して28-30°0の

僻卵器内培養を実施した。

照射の方怯 ：大阪大学微生物病問究所附属病院所有の

毛のを用い，線量は9,600rピ一定して一時照射を試み

Co岨 60照射の距11Jft及ず戸時間ぼlOcmに於て16.5牙てネる。

た。

虫卵のマウス経口投与及び感染検杏法 ：照射虫卵は上

KAI KADOTA : Studies on the in自uenceof rad-

iations upon the behaviour of Ase，αris Zumbricoides. 

Report. V. Influence of Cobalt-60 upon the infecti-

vity of their eggs. (Department of Parasitology, 

Research Institute for Microbial Diseases, Osaka 

University) 
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記の様に各発育時期別のものについて夫次培養40-59日

日虫卵を用い，予め 2.5%アオノレマリン液任除去し常水

にて充牙洗糠後鏡検により仔虫の運動性を確認する。叉

卵数の算定を行った後，常水を適度に添加撹持して乳剤

化した液を注射蒋（針の尖端はマウスの口腔を損傷せ沿

ため特に鈍に加工 してある〉にて O.lcc宛 3回吸引し体

在約10-15grのマウスに摂取せしめた。尚経口投与した

虫卵数はマウス 1頭につき約 1- 2万個である。

虫卵摂取後のマウスは夫々 3 ~11 日自の問ピ屠殺し，

畑幼虫の検索はその肝臓，肺臓の約半牙く肺臓の場合は

右肺に定む〉及び腹腔洗糠液について行い，何.Hもその

全部をスライ F上に塗抹鋭検して幼虫数を算え対照 〈非

照射虫卵感染剤〉と比較した。

実験成績

単細胞期（摘出直後〉虫卵摂取時 ：マウス11頭につい

て試みた，成績は第 1表に示した様になる。表中A群 1.

2号ては肺臓内幼虫数が対照に比べ数条乃至十数条少く

現われたが， B群 8号ては反対に十数条多ぐ認められ叉

C群 9号ては肝臓内に数条幼虫を認めたが対照ては全く

粉川しなかった。併し乍ら一般に虫卵の感染能が:Wi=L,く

低下した事実は認吟曜かつで。

単細胞期及び 2細抱期〈培養 2R目及び 8回目〉虫卵

並ピ早期桑実期 （培養 5n目う 虫卵摂取時 ：第 2表に示

じだ様ピマウス12頭、について試みたが，肝臓，肺臓及び

腹腔洗糠液中に現われた幼虫数は対照と比べ何れも数条

以内にとどでり両一の問に有：しい差を示さなかった。

仔虫期（士宮・菟15日門及び25日目〉虫卵摂取時 ：マワス

10顕について試みたがその成績を纏めると釘3表の様に

たるo表中E群30号ーでは肝臓～幼虫を全く村！？出しなかっ

たが対照では十数条を認め， G群25号及び2C号ては肺臓

内幼虫が対照に比べ数条乃雫十数条多く存し；士。併し乍

ら一般に上記同様，虫卵の感染能は著しい障害を受けた

とは認め難かった。
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単細胞期（摘出直後）虫卵摂取時第 1表
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註：摂取虫卵数はマウス各1頭についての数を示す

Coは Co・60照射虫卵摂取マウス， Cは対照（非照射虫卵摂取マウス）を示す
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早期柔実期（培養5日目）虫卵摂取時
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能にお：しい［ii,('rlJ生受：？なかっ，tものと推測した。併しに

の場合はl)iにマウスのqrJ日f~内幼虫の険山手J1i~’三門医にじ

たので感染能の強弱；ごついては詳細に検討しえなかっ

た。今回の試みは Co・60の目線量 9,600r全選んで虫卵

に！！日射し，幼虫の伝来対象としては従来毘ペ観察さjL-

考按

私は先にぽ蜘虫卵主用いX線及川 Co・60γ線を夫々大

£1照射後の虫卵についてマウスの感染試験J試み，七乱l:

果，マウスの感染例は対照〈非照射虫卵感染例〉と比べて

克三認めなかった，τとより，虫卵の少くとも志くが感染
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仔虫期（培養15日目及び25日目）虫卵摂取時
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方虫卵の培養日時による感染能の差及び発育時期による

Co・60感受性の差を顧慮し，前者に対しては培養40--59

口自の虫卵を適宜選択し後者に対しては単細胞期の他，

単細胞期及 2細胞期，早期桑実期並に仔虫期の各期虫卵

について観察した。尚沢田 ・大木 (1924）はマウスの剖

検日時を試食後48時間後に限定しているが，私は遂目的

に選ぶのを適切と考え 3--11日目の聞に実施した。

実験成績に示した如く虫卵の各発育時期別に観察した

結果，マワスの臓器中に於げる幼虫の1会出数は対照リド

照射虫卵感染例〉に比べて一般に著しい差を認めず，

只数例に於て肝臓及び肺臓では数条乃至十数条の差を示

したに過ぎない。即ち単細胞期虫卵む場合，A群 1, 2 

号iて、は肺臓内幼虫数が対照に比べ数条乃至十数条少く現

われたが，B群 8号ては反対に十数条：多く認められ，C

群 9号ては肝臓内に数条幼虫を認め十てのに対照ては全く

検出しなかった。叉仔虫期虫卵の場合，E群30号ては肝

臓に幼虫を全く検出し，なかったが対照ては十数条を認め

G群25号及び26号て、は肺臓内幼虫が対照之比べ数条乃至

十数条多く存した。

姻幼虫の動物感染能？こ’ついては従来諸家により各種肉

子の伊響が論じられている。その主要なものとして卵子

側ては仔虫形成後の期間による強弱があげられており，

動物側てトは幼動物が強度の感染を来すに反し老動物は軽

度の感染を示すに過ぎないζ とがあるといわれているの

前者については今回条件を一定にとり 比較し疋のて除外

しうるが，後者の如き動物の老若乃至個体差については

不明のためをの影響を或る程度考慮すべきであろう。実

いる肝臓，肺臓，腹腔洗糠液の三者について幼虫数を追

求してその判定に供したコ 上記線量は勿論虫卵の凡ての

発育時期（ζ於て発育の障害を与える充分なものとは認め

難い。私の先報した虫卵の発育能に及ぼす影響に於て，

単細胞期ては 24,000rの場合ても全く障害を示さず，

仔虫期ては同線量て、僅か 8%を認めたに過ぎず，只早

期桑実期に限り 12,000rの場合 7%を示した。従って

9,600 rは早期桑実期の如き発育中期に於ける障害出現

の略限界線量と見倣されるが，実験の都合上今回は同線

量を採択した。

既往の放射線を照射し虫卵感染能を険討した知見とし

ては沢田 ・大木(1924）による人畑虫卵にラヂウムを大量

照射した成績がある。叉最近桟見 ・小林 ・持藤(1955）は

Co・60照射による胴虫卵殺誠に関する報告の中て 104.7 

万 r-1.8万 rの照射託行った後，仔虫を形成した虫卵

についてマウス試食感染試験の結果，何れも感染能力を

有するととを確認しているがその詳細な記載は見られな

い。沢田 ・大木（1924）はラヂウムを大量照射した場合，

卵子は著しく発育を障害せられると共に感染能力も叉

比較的衰退するものの様であると述べ，をの実験的根拠
としてラヂウム照射卵子試食マウス数頭、に於て肺臓及び

肝臓に幼虫を数条認めるか或は全く認めなかったにかか

わらず，対照卵子試食マワスは常に数十条の幼虫を検出

した成績をあげている。 併し乍ら実験マウスの頭数が極

めて少数のため．その個体差による感染能の動指を考慮

する余地に乏しい難点があるO 今回は乙れに対処するた

め比較的多数のマウスを用い検討することにしたが叉ー

( 71 ) 
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験成績に於て，照射虫卵摂取マウスの幼虫検出数は対照

に比べて時折数条乃至十数条の優劣を示したが，その数

値は比較的使小て〉り叉必ずしも優劣の一方に偏したも

のではなかった。従ってその基閃は主にマワスの個俸差

により惹起き iれた動揺に求めて差支えないと考えられ

るc 即ち実験結果を総合して判定するに，虫卵の感染能

は Co・60照射により何ら著しい障害を来さなかったもの

と見倣される。

尚感染能に関連して検討すべきは．感染動物の体内に

検出された幼虫の成虫に達する成熟能及び成虫に発育じ

た場合，その生殖能に与える影響についての問題であ

る。Trichinaに関する研究に於て，Alicata,Burr(l949) 

は Trichina感染白胤に Co・60を 12,000r(l日2,000

r宛6日［/HJ照射後叉は末感染白鼠に照射幼虫を試食さ

せた場合，その腸管から回収された成熟雌虫の60--100 

C!6は生殖不能型示したと述べている。叉 Gould,Van 

Dyke, Gomberg (1953）は 260kVのX線について，

Gomberg, Gould (1953）は Co・60／こついて何れも Tr-

ichina幼虫に及ぼす影響を精細に検討したが， その判

定規準として幼虫の殺滅線量，成虫の生殖不能線量，幼

虫より成虫への成熟阻止線量の三種に区分して観察して

いる。即ち玄線ては invzlroて夫々 750.000r, 3.500 

r, 5,000 rを示し， Co-60ては 750,000r (in vz1ro), 

15,000 r, 18,000 rく照射幼虫を白胤に試食させた場

合〉を＆：，げている。白月えは Trichinaに対し間有宿主で

あるため以上の様な観察が可能であった。併し乍ら豚胴

虫の場合，マウスはその非固有宿主てあるため，感染幼

虫は成虫に達せず体外に排出されるのでその検討は不可

能てある。従って今回の実験ては，固有宿主の際に見ら

tLる感染幼虫が完全に成虫に成熟し生殖能力を有するか

否かについては解明しえなかった。

結論

1.各発育時期別の啄畑虫卵に Co・60を9,600r照射

？を培養し，仔曲、を形成したものについてマウスの経口的

思染試験主行った。

2.マウスは33頭について虫卵段取後 3-11日目の問

に剖j検し，夫々肝臓，肺臓，腹腔洗糠液中の幼虫数を究

え対照 〈非照射虫卵感染例〉と比較したが，何れの場合

ピ於てヰ幼虫検出数は両者の問に著しい差を認めなかっ

＞，・
4、ー。

3. 上述の成績に鑑み， 虫卵の感染能は今回の如き

Co・60照射により何ら著しい障害を来さなかったものと

見倣される。
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4.併し乍2コマウスは豚畑虫に対し非固有宿主である

ため，今回の実験ては阿有宿主の際に見られる感染幼虫

が完全に成虫に成熟し生殖能力を有するか否かについて

は解明しえなかった。

終りに臨み， 終始御指導と御校関を賜わった恩師森下

薫教授に深謝する と共に，Co・60照射の御便宜を与えて

戴いた山口寿教授に謹謝し併せて絶えず照射の労を とら

れた楠本五郎氏に厚 〈感謝の意を表する。

本論文の要旨は昭和32年 11月，日本寄生虫学会西日

本支部第 13回大会に於て発表した．
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Summary 

This paper deals with an 邸中erimentperformed 

for the purpose to know the influence of Cobalt 
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60 upon the infecting ability of ascaris eggs. The 
swine ascaris eggs in various developmental stages 
exposed to 9600 r of the radiation and cultured 
・until they become fully mature, were given to 33 
mice, and the latter was sacrified in 3 to 11 days 
to count the number of larvae found in liver, lung, 
and washing fluid of body cavity. The result sh-
-0wed that there is no sig叫自cantdifference between 
the numbers of larvae detected in experimental 
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and control animals. 
Thus the author concludes that the ascaris eggs 
so treated as mentioned above received no re-
markable influence insofar as their infecting ability 
to mouse is concerned. However, the mouse is 
not a suitable host for swine asαris so that it is 
not cleared by this experiment whether or not the 
worms thus treated can reach maturity and pro-
duce eggs when a suitable host has been applied. 
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本剤は定評ある純アス力リドール製
剤で、良好な忍容性と、強力な駆虫作
用を有し、特に十二指腸虫及び姻虫
の駆除に確実な効果を発揮致します．
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